
子ども・教育分野の課題について 資料　６

項　　　目

1 文化振興に関する方針の検討

2 スポーツ振興計画の改訂

3 小中一貫教育の検討

4 教育センター構想の推進

5 学校給食施設のあり方の検討

6 総合体育館及び温水プールの機能強化

7 旧桜堤小学校跡地への運動広場の設置準備

8 図書館のあり方の検討

9 子どもの貧困への対応

10 総合的な放課後施策の推進

学校での食育推進のため、小学校には給食の自校調理施設の設置を検討する。また、中学校については、食育
推進センター的機能を併設した共同調理場として再整備を検討する。

内　　　　　　　　　　容

文化を振興することにより、地域の持続的な発展を目指すことを目標として、文化振興に関する方針について、市
長と教育委員会が連携協力して検討する。

2020東京オリンピック・パラリンピックの開催、障害者スポーツの振興等の社会情勢の変化を踏まえ、スポーツ振興
計画期間の中間期に改訂を行い、計画の充実を図る。

９年間を見通した小中連携をさらに進める取組として、小中一貫教育について見込まれる教育効果を明確にし、導
入の是非、導入する場合の望ましいあり方について検討する。

教育推進室の機能を発展・充実させ、学校施設の改築に合わせて、その他必要な機能を備えた教育センターとし
て早期に実現を図る。

市民の文化・スポーツ活動を支援するため、総合体育館及び温水プールの機能を高めるための改修のあり方を検
討し、計画的に実施する。

旧桜堤小学校跡地への運動広場の設置について、桜野小学校の児童数の推移を考慮した上で必要な準備を進
める。

多様化する市民ニーズに対応するため、中央図書館を中核とした図書館のあり方を明確にし、吉祥寺図書館に指
定管理者制度の導入を検討する。

子どもの貧困の連鎖を断ち切るため、学習支援など生活困窮家庭の子どもへの支援のあり方について、総合的に
検討する。スクールソーシャルワーカーの複数名導入を含め、市長と教育委員会が連携協力して子どもへの支援
の充実を図る。

小学生の総合的な放課後施策として、小学校における新しい子ども施設の展開を含め、市長と教育委員会が連携
協力して進める。


